3-クロロプロペン
3-クロロプロペン

(1) 再評価の目的
本市では、3-クロロプロペンについて、平成23年度に初期環境リスク評価を実施した。その結果、全ての地点において発がん性以外の影響についてレベル３となったが、有害性情報が更新されたため、本物質の再評価を実施した。

(2) 基本情報
ア　PRTR管理番号：123（PRTR政令番号：1-147）（別名：塩化アリル）
イ　CAS番号：107-05-01
ウ　構造式
[image: ]
　エ　物理化学的性状
表１　物理化学的性状※
	融点
	-136℃

	沸点
	44.8℃

	密度
	0.9376 g/cm3（20℃)

	蒸気圧
	48.9 kPa（367 mmHg）（25℃）

	分配係数
	2.1

	解離定数
	解離基なし

	水溶性
	3.37 g/L（25℃）


※　化学物質の環境リスク評価　第１１巻（環境省）

　オ　分解係数・洗浄比
表２　分解係数
	項目
	速度定数
（cm3/分子/sec）
	濃度
（分子/cm3）
	分解係数
（1/sec）

	OHラジカル分解
	1.70×10-11 ※１
	3.00×105 ※１
	5.10×10-6

	オゾン分解
	1.5×10-18 ※２
	7.00×1011 ※２
	1.05×10-6

	硝酸ラジカル分解
	4.9×10-15 ※１
	2.4×108 ※１
	1.18×10-6

	合計
	7.33×10-6


※１　化学物質の環境リスク評価　第１１巻（環境省）
※２　初期リスク評価書　Ver.1.0（NITE＆CERI）

表３　洗浄比
	ヘンリー定数（atm・m3/mol）
	洗浄比

	1.10×10-2　　
	2.23　


　　　　　　　 ※　SRC PhysProp Database

カ　主な用途
主にエポキシ樹脂の原料であるエピクロロヒドリンなどの原料として使用されているほか、ジアリルフタレート（合成樹脂の原料）、アリルアミン（医薬・農薬の原料、触媒など）の原料、除草剤や殺虫剤の原料など、他の化学物質の原料に使用されている。

キ　媒体別分布割合

表４　媒体別分布割合の予測結果※
	媒体
	分布割合（%）

	大気
	98.8

	水域
	1.2

	土壌
	0.0

	底質
	0.0


※　化学物質の環境リスク評価　第１１巻（環境省）

(3) 排出量と環境濃度の推移（川崎市）

図１　3-クロロプロペンの大気へのPRTR市内排出量と実測濃度（年平均値）の推移


(4) 排出量（令和４年度）

　ア　大気へのPRTR届出外排出量及び川崎市を除くPRTR届出排出量

表５　大気へのPRTR届出外排出量及び川崎市を除くPRTR届出排出量
	都道府県
	届出排出量
（kg/年）
	届出外排出量（kg/年）
	合計
（kg/年）

	
	
	対象業種
	非対象業種
	家庭
	移動体
	

	神奈川県
	0
（川崎市を除く）
	0
	0
	0
	0
	0

	東京都
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	千葉県
	5.4
	0
	0
	0
	0
	5.4



　イ　川崎市と全国の大気へのPRTR届出排出量の比較

表６　川崎市と全国の大気へのPRTR届出排出量
	集計区分
	排出量（kg/年）
	割合（%）

	全国
	247381.7
	－

	川崎市
	5700
	2.3%



(5) 暴露量の評価

ア　測定局における予測濃度と実測濃度の比較

表７　測定局における予測濃度と実測濃度（g/m3）
	測定局
	予測濃度
（令和４年度）
	実測濃度（年平均値）
（令和５年度）

	池上測定局
	0.019
	＊0.010

	大師測定局
	0.023
	＊0.011

	中原測定局
	0.0035
	＊0.0063

	多摩測定局
	0.00098
	＊0.0059









＊：年平均値が測定した年度の検出下限値より小さいことを示しています。
（年平均値は、年12回（月1回）24時間測定した値を算術平均するが、
この値が検出下限値よりも小さい場合、検出下限値の1/2を算術平均に用いた。）


　　
図２　各月の実測濃度（令和５年度）

イ　地域別の予測最大濃度と実測濃度
　　　臨海部（除工専）：工業専用地域等を除く川崎区
　　　内陸部：幸区、中原区、高津区
　　　丘陵部：宮前区、多摩区、麻生区

　表８　地域別予測最大濃度と実測濃度（g/m3）
	地域
	予測最大濃度
（令和４年度）
	実測濃度（年平均値）
（令和５年度）

	臨海部（除工専）
	0.12
	＊0.011

	内陸部
	0.0090
	＊0.0060

	丘陵部
	0.0028
	＊0.0060


＊：年平均値が測定した年度の検出下限値より小さいことを示す。
（年平均値は、年12回（月1回）24時間測定した値を算術平均するが、
この値が検出下限値よりも小さい場合、検出下限値の1/2を算術平均に用いた。）

ウ　リスクの評価で用いる暴露濃度
実測濃度結果は、全てにおいて検出下限値未満であり、実測濃度は「有害大気汚染物質測定方法マニュアル」に基づく各月の測定における検出下限値の1/2を平均した値で、実際の大気濃度を示すものではない。そのため、丘陵部においては、実測濃度の方が予測最大濃度より高いが、予測最大濃度をリスク評価で用いる暴露濃度とする。

(6) 有害性の評価
　・有害性にいき値があると考えられる場合（発がん性以外の影響）
3-クロロプロペンの吸入暴露による発がん性以外の健康リスクの評価は、環境省及びNITE&CERIで実施されており、リスクの評価に使用する有害性指標が設定されている。
リスクの評価には、環境省の「化学物質の環境リスク評価　第11巻」における無毒性量等を用いる。

表９　環境省及びNITE&CERIの環境リスク評価で使用されている有害性指標
	環境リスク評価書
	有害性
	有害性指標

	化学物質の環境リスク評価　第11巻（環境省）
	NOAEL 
17 mg/m3
	ウサギ
末梢神経の変性
	無毒性量等※１
0.36 mg/m3

	初期リスク評価書
（NITE&CERI）
	NOAEL
31 mg/m3
	ラット
感覚神経の伝達速度低下
	NOAEL換算値※２
5.5 mg/m3


※１　無毒性量等＝17（mg/m3）×6（時間/日）÷24（時間/日）×6（日/週）÷7（日/週）
÷10（試験期間）＝0.36（mg/m3）
※２　NOAEL換算値＝31（mg/m3）×0.26（m3/日呼吸量）×8（時間/日）÷24（時間/日）×5（日/週）÷7（日/週）×1.0（吸収率）÷0.35（kg体重）
＝5.5 mg/m3

(7) リスクの評価
　・発がん性以外の影響
環境省の「化学物質の環境リスク評価　第11巻」における無毒性量等を動物実験に基づくデータを考慮し、不確実係数10で除し、0.036 mg/m3(36 g/m3)をヒトに対する無毒性量等とし、地域別の予測濃度から、式①により算出したMOEを表10に示す。
表11に示すリスクの判定では、いずれの地域もレベル３に判定される。

MOE＝ヒトに対する無毒性量等(g/m3)÷予測濃度(g/m3)　式①

表10　地域別MOEとリスクの判定
	
	地域区分
	MOE
	判定

	①
	臨海部（除工専）
	300
	レベル３

	②
	内陸部
	4000
	レベル３

	③
	丘陵部
	12900
	レベル３



表11　環境省の手法による川崎市環境リスク評価ガイドラインにおけるリスクの判定
	判定基準
	評価区分
	リスクの判定

	MOE＜10
	レベル１
	詳細な評価を行う候補と考えられる

	10≦MOE＜100
	レベル２
	情報収集に努める必要があると考えられる

	100≦MOE
	レベル３
	現時点では作業は必要ないと考えられる



(8)　結論
　　今回実施した再調査の結果、発がん性以外の有害性指標を用いた環境リスク評価結果では、すべての地域においてレベル３となった。
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